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イセエピ属プエルルス幼生3種の同定

雄種中国

GEORGE&HOLTHUIS (md}の示した検索表にした
がえば，腹節の横j幕前縁が波状を呈すると言う 1点か

ら本種は P.homα刊 S と同定される。

かつて，腹節の横溝と第 2顎脚外肢の形状のわずか

な相違から，P. dαsypus (サメハダイセエピ)が本種

とは別種として扱われていた。両種の区別点は下記の

ようであった。

P. homarus 腹節横溝前縁は波状で，溝は中断し

ない。第2顎脚外肢は痕跡的な鞭を有

する。

P. dαsypus ; ijjl節t黄海前縁はj皮;犬で，溝は中央部
で不明瞭でトある。第 2顎脚外肢は鞭を

欠く。

GORDON(1953?は P.homarus， P. dα抑制と同

定されていた標本について再検討し， homαrus型の腹

節溝を有する個体でも第2顎脚外肢に{更を欠くものが

あるごと dαsypω 型のj葬を有する個体でも多節の鞭

をもつものがあること，同一個体において第2顎脚外

肢の形態が左右で異なるものがあることを見いだし，

上記により両種を明確に区別することは出来ず，両種

は同種違名であると結論した。その後， GEORGE & 

HOLTETUIZも GORDONを支持し，インド一太平洋西部

域に分布する Panulirus属は P.homarus， P 

ドpenicillαtus，P. jα~ponicus ， P. pαscuensis， P 

mαrgznαtus， P. longipes， P. cyguus， P.polyphαgus， 

P. ornαtus， P. stimpsoni， P. 'Versicoloγ の1H重

であると整理し，検察表を提示した。

今回，飼育により得た稚エピでは，第VIll邦1まで腹節

の横溝は中央部で中断するか極めて不明瞭なdαsypus

型であるが，第Z顎脚は痕跡的な鞭を有している。ま

た，筆者は千葉県沿岸で採集された 2標本を保有して

いるが，頭胸甲長5伽1mの1個体は中断しないhomarus

型の横溝であるものの第Z顎脚外肢は鞭を欠いている。

頭胸甲長4&nmの他の 1 個体は第 2~4腹節の横溝が中

央部で幅広く中断しているdαsypus型であるが，第2

顎脚外肢は右が1節の痕跡的鞭を有し左は鞭を欠いて

いる。これらのことはGORDONの考え方を支持するも

筆者らは先に千葉県安房郡千倉町地先において採集

したイセエピ属プエルルス幼生3種類について A種，

B種， c種と仮称して外部形態を詳細に記述した。こ
れらのプエルJレス幼生をその後飼育した結果 A種 2

f国体のうち l個体は1984年3月8日までの問に8囚脱

皮し第四期稚エピとなった。 B種は 5個体のうち 4個

体が1984年7月5日から 8月6Bの聞に第VIll期稚エピ

へと脱皮した。そのうち 1個体はその後さらに 3回脱

皮し， 1984年10月24日に第E期稚エピとなった。 C種

は4個体のうち 2個{本が1984年 1月24日と 2月28日に

第V期稚エピへと脱皮し，そのうち 1個体はその後も

脱皮を重ね， 1985年6月8日に第却期稚エビとなった。

これら稚エピの形態的特徴からf重を同定するに至った

ここに報告する。

はじめに

l.A種， ケフカイセエヒ Panul町出 hom町出

分類の標徴となる形態を中心に記述する。第 2~6

腹節には横溝があり，その前縁はJ皮;犬を呈す;る。この

横溝の中央部は第 2，3腹節においては明らかに中断

l..，第4，5腹節にわいても極めて不明瞭である(図l

a ， b ， c)。 これらの特徴は第I期から第四期稚エ

ビにわいて，ほぼ同様である。

第3顎脚はプエルルス幼生においては痕跡的外肢を

有していたが，第I期から第四期稚エピにわいては全

く認められない(図1-d，e)o 

第2顎脚は外肢を有し，その先端は内!波長節前縁付

近に達する。第I期稚エピの外肢は革躍を欠くが， (図l

-f)、第V期稚エビでは4節の鞭が認められる(図1

-gloしかし，第VIll期稚エピでは 1節の痕跡的な鞭と

在っている。

触角板上には前縁付近の 1対の大疎の後方に微少な

l対の練が有り，これは期を経るに従い大きくなって

いる(図1-h，i， j)。

本種稚エピはこのような形態的特徴を有していて，

種の同定

ので，
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のであり，従って本種はP.homarusと同定される。

体色については天然個体とは異なるものと思われる

a 
b 

が，参考までに図版L IIに示した。
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図1 ケブカイセエピ Pαnul i rus homarus 
a;第I期稚エピ腹節背面 b;同側面 C;第V期稚エピ腹節背面，
d;第I期稚エピ第3顎脚 e;第V期稚エビ第3顎脚 f;第I期稚ヱピ第2顎脚，
g;第V期稚エピ第2顎脚 h;第I期稚エピ触角桜， ;第四期稚エピ触角板，
) ;第V期稚エピ触角板
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触角板上には前縁付近に 1対の大臓があり，その前

方に大燃と基部で癒合する小練がある(図2-b，c)o 

この小林は期を経るにしたがい大きくなり，第XI期稚

エピでは大腕のが]半分の長さとなっている。

第3顎脚は梶棒状の外肢を有L，外肢は械を欠く。

第I期稚エピの外肢は内!成長節の約万長であり(凶 2

2.8種，シマイセエビPanuliruspenicillatω 

腹節の横溝は第I期稚エビから明瞭に認められ，そ

の前f墨はまっすぐである。第I期稚エピでは横溝は中

央部において途切れ(図 2-a)、この中断は第V期稚

エピまで，その幅を減ビながらもみとめられる。第VI

期稚エピ以降では全腹節の海はほぼ連続している。
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シマイセエピ Panulirus penicillαtus 
a'第I期稚ヱピ腹節背面， b 第I期稚ヱピ前額部， c;第E期稚エピ前額部
d;第I期稚エピ第3顎脚 e;第I期稚エピ第2顎脚 f;第I期稚エピ額部
g;第皿期稚エピ額昔日， h;第V則稚エピ額部， ;第X期稚エピ額部

図2
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d)、第五期稚エピでも同様である。

第2顎脚は多節の鞭を有する外肢がある。外肢柄部

は第I期稚エピでは内肢長節前端に達しないが(図2

-e)、第田期稚エピ以降では内肢長節前端にほぼ達す

る。鞭も期を経るにしたがい長くなり，第】E期稚エピ

では柄部を含めた外肢全体は内肢前節前端付近に達し

ている。

以上の外，本種稚エピに極めて特致的な形態が両限

上線聞に認められる。凶2-b，c， f~i に示した

ように第I期稚エピでは両限上線聞に 5前後の切れ込

みがある。切れ込みの数や形は個体変異が大きい。一

般的にこの切れ込みは期を経るにしたがい数をJ成じ，

形状も単純化する。第X期稚エピに達した 2標本では，

いずれも 1つの幅広い湾入となっている。"

I足節には前縁がまっすぐな横{諒を有すること，触角

板上に前後で基部が癒合する 2対の臓を有すること，

第3顎脚外肢は純を欠くこと，また，図版皿， Nに示

したように1室長官背面に小斑点が多数有るという色彩的

持徴などから， GEORGE & HOLTHUιKUBO(19d 
の検索表に従い，本種はP.penicillαtus と同定され

る。

KUBOが大島産の頭胸甲長54.白mの雄個体について

掲載した写真では触角板上の腕，第3顎脚の形態，腹

節背面の微小な白斑が確認できるが，今回，飼育によ

り第E期稚エピとなった倒体の特数と一致している。

3圃 C種，カノコイセエビ PanuliTuslongipes 

!鼠節の横j誌は第I期稚エピから明日僚に認められ，そ

の前縁はまっすぐである。腹節側板の溝は背部の横溝

とつながっている(図3-a)o第2腹節側板の前縁に

は第I期稚エピでは 3小歯が，第E期~第百期稚エピ

では微少な l歯が認められる。第2腹節の横溝の後方

は平滑で、ある(図 3-a)o 

触角板土には前縁付近の 1対の大腕の後方に，縦に

並ぶ小練があり，第I期~第X期稚エピでは 2対(凶

3-b， c)、第E期，第却期では右側 3，左側2臓と

なっている。

第I期稚エピの第 1Dl.i JJ支は外肢のが~y，長の内肢を有

し，その内}j主にはプエルルス幼生時に左右の』却を連結

する機能を持っていた小突起が認められる(医]3-d)0

第延期稚エピまで成長した雄の1標本では第Hll肢

内肢は期を経るに従しミ小型化し(図3-e，f)、第租

期稚エピでは痕跡的となっている。第四期稚エピ以降

では内肢は認められない。

第2，3顎脚は多節の鞭を有する外肢がある(図3

-g~ j)。

以上の形態的特徴や図版V，vlに示したように腹節

背面の大小の白斑点が散在している色彩的特徴から，

GEORGE&HOLTm]14}kmd)の検索に従い，本種は

P..，.longipesと同定される

なお， GEORGE & HOLTHUIS'は胸脚の色彩から P 

lon耳Ipesには 2型あるとし，それぞれ， P.l.lon胃ipes，

P.l.femoristri耳aと命名した。前者は胸酷Iの前節、腕

節等の背面に白斑を有するもので，アフリカ東岸から

ブイリッピンに分布し，後者は胸脚に白線を有するも

ので，東部オーストラリア，ポリネシア，日本等に分

布するとした。これによれば今回の飼育した稚エピは

図版刊に示したように、，胸脚には明らかな白線が認め

ら科ることから，後者に属するものと思われる。
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図3 カノコイセエピ Pα叫 :jmslongzps 
a，第I期稚エピ腹節側面 b;第I期稚エピ触角板 C';第E期稚エピ触角板
d;第I期稚エピ第1腹肢 e;第E期稚エピ第1腹肢 f;第皿期稚エピ第1腹肢，

g;第I期稚エピ第2顎脚 h;第E期稚エピ第2顎脚， ;第I期稚エピ第3顎脚，
J;第田期稚エピ第3顎脚

図版の説明

1.ケプカイセエピ P.homarusの第百期稚エピ(飼育による)

E 同上，勝浦市鵜原地先で採集された天然個体
E シマイセエピ， P .penici llatusの第 1-医期稚エピ(飼育による)
N 向上第XI期稚エピ(飼育による)
V. カノコイセエピ P.longipes の第 m~医期稚エピ(飼育による)

Vl.向上，第XI期稚エビ(飼育による)
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